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はしがき

私達の体の中では，生まれてから死ぬまでの一生を通じて，要らなくなった細胞

や有害な細胞などの「要除去細胞」が頻繁に出現する。このような細胞が速やかに

かつ選択的に取り除かれることは，私達の体が作られて各組織が正しく機能し，ま

た恒常性を維持して生きるために必須である。要除去細胞には，生理学的細胞死が

誘導され，死に伴って細胞表面に「負食目印分子」が出現する。生体内には食活性

を持つ一連の食細胞が存在しており，食細胞は目印分子を「目印分子特異受容体」

で認識することで，標的を選択的に貧食する。この反応は単に不要物を生体内から

取り除くだけにとどまらず，食細胞が貧食依存にその機能を変化させることを通じ

て，生体に様々な変化をもたらす。すなわち，貧食反応は，発生過程での各種組織

の形作りや機能獲得，すでにできあがっている機能の維持，そして外敵に対する生

体防御応答などを調節している。また，この時にはリンパ球受容体や抗体をはじめ

とする獲得免疫応答を必要としないことがわかってきた。これらの事実は，「細胞

貧食反応とは，細胞性自然免疫応答による生体恒常性維持機構である」という考え

を強く支持する。本研究ではこのような背景に基づいて，貧食を行った食細胞のふ

るまいを中心として，細胞貧食反応の分子機構とその生理学的意義が解析された。
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